
 

 

 

 

 
 １０月２８日（土）、２９日（日）の２日
間、東京新宿駅西口広場のイベントコーナー
で《統計グラフ全国コンクール》の入賞作品
を展示する「統計データ・グラフフェア」が
開催されました。 

毎年開催される《統計グラフ全国コンクー
ル》には今年は全国から２６,４４７点の応
募があり、総務大臣賞や日本統計学会会長賞、
日本品質管理学会賞などが選ばれました。 

 
 去る１０月５日開催の審査委員会では統
計センター理事・渡辺美智子審査委員長はじ
め１２名が審査にあたり、大分県立国東高等
学校1年の上岡美月さんと（一般）上岡史子
さんの作品で「子どもの貧困と支援の輪」が
「日本統計学会会長賞」に選出されました。 
表彰式は１１月１３日（月）に代々木オリ

ンピック記念青少年総合センターで開催さ
れる第６７回全国統計大会で行われます。 

#828=175Phs-Ed8hs ©:t-maek@gate01.com 
 

 
 

 

レポート作成：前川 恒久 
ＱＣサークル京浜地区・顧問 

日本品質管理学会・理事（広報担当） 
 ＴＱＥ特別委員会・委員 

 
 



 

 上は今年度「日本品質管理学会賞」の受賞

が決まった新潟県上越市立春日小学校５年

の小川芽生の作品「消えてしまうの？ 郷土

料理 残したい思い出の味」です。 

 

 今年度「統計の日」の標語は１０,５１７

点の応募作品の中から特選に選ばれた滋賀

県守山市統計調査員の近松清司さんの「統計

が 教えてくれる 地域力」でした。

 



 

今年度「日本統計学会会長賞」の受賞が決まった大分県立国東高等学校 1 年の上岡美月さ

んと（一般）上岡史子さんの作品で「子どもの貧困と支援の輪」です。 

 


